
「平成２９年度静岡県総合防災訓練」に参加

「未来授業」で小学生に自衛隊を紹介

営
訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
発
生
か
ら
２
４
時
間
後
を
想
定
し
、
静
岡
県
庁
へ

内
な
ど
で
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
地
域
防
災
計
画
等
に
基
づ
き
災
害
応
急

で
実
施
さ
れ
た
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
に
参
加
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

所
運
営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
静
岡
地
本
は
、
裾
野
市
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ

ま
た
、
９
月
３
日
（
日
）
に
静
岡
県
南
駿
地
域
で
実
施
さ
れ
た
実
動
訓
練
で

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

に
対
し
、
静
岡
県
や
各
関
係
機
関
及
び
自
衛
隊
の
各
部
隊
と
連
携
し
、
災
害
応

確
認
し
、
今
後
も
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
事
態
等
の
対
応
に
迅
速

８
月
３
１
日
（
木
）
に
静
岡
県
庁
別
館
（
静
岡
市
）
で
実
施
さ
れ
た
本
部
運

こ
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
地
震
が
県

た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
開
設
・
運
営
訓
練
及
び
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
（
沼
津
市
）

３
１
日
（
木
）
と
９
月
３
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
「
平
成
２
９
年
度
静
岡
県

は
、
自
衛
隊
を
含
む
各
防
災
関
係
機
関
が
負
傷
者
の
救
出
・
救
助
訓
練
や
避
難

急
対
策
の
検
証
・
習
熟
を
図
っ
た
。

に
対
応
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
す
。

対
策
の
検
証
及
び
そ
の
理
解
・
習
熟
を
図
る
と
と
も
に
、
国
、
市
町
及
び
防
災

の
連
絡
員
な
ど
の
派
遣
訓
練
を
実
施
し
、
付
与
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
想
定

静
岡
地
本
は
、
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
要
領
な
ど
を
再

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
９
月

加
す
る
形
で
行
わ
れ
、
静
岡
地
本
か
ら
は
広
報
官
の
佐
々
木
２
等
海
曹
が
講
師

供
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
大
人
か
ら
話
を
聞
き
、
将
来
の
夢
や
自
ら
の
可
能
性

深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

加
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
「
な
ぜ
自
衛
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
」
な
ど
の

大
結
実
に
貢
献
し
て
い
く
。

備
品
の
写
真
を
映
し
な
が
ら
、
自
衛
隊
の
仕
事
内
容
や
や
り
が
い
な
ど
を
丁
寧

隊
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
浜
松
基
地
の
エ
ア
フ
ェ
ス
タ
に
行
っ
て
み
た
い
」

当
日
は
、
法
律
家
や
プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
な
ど
１
０
人
の
講
師
が
集
ま
り
、

授
業
で
は
、
最
初
に
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
、
ス
ク
リ
ー

達
や
家
族
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
自
衛
隊
の
仕
事
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
児
童

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
静
岡
県
内
の
学
校
と
積
極
的
に
交
流
し
、
自
衛
隊
に

約
３
０
分
の
授
業
を
３
回
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
一
人
に
１
０
人
ほ
ど
の
生
徒
が
参

未
来
授
業
と
は
、
一
般
社
団
法
人
「
未
来
学
校
」
が
主
催
す
る
も
の
で
、
子

質
問
が
あ
り
、
自
身
の
体
験
談
を
語
る
佐
々
木
２
曹
の
話
に
児
童
た
ち
は
興
味

１
１
日
（
月
）、
掛
川
市
立
横
須
賀
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
未
来
授
業
」
に
参

に
説
明
し
た
。

対
す
る
認
識
と
理
解
の
向
上
に
努
め
、
若
者
が
描
く
未
来
の
夢
や
可
能
性
の
拡

ン
で
災
害
派
遣
な
ど
自
衛
隊
の
任
務
に
関
す
る
活
動
写
真
や
護
衛
艦
な
ど
の
装

か
ら
は
「
海
上
自
衛
隊
に
も
飛
行
機
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」「
自
衛

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

と
し
て
参
加
し
た
。

佐
々
木
２
曹
は
最
後
に
「
国
防
と
言
う
と
固
い
感
じ
が
す
る
が
、
大
切
な
友

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。


